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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月16日(2016.9.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の（Ａ）～（Ｃ）成分を含有し、
（Ａ）成分と（Ｃ）成分の含有質量比（Ａ／Ｃ）が、０．０１以上０．７以下である水中
油型乳化組成物。
（Ａ）アルキル基又はアルケニル基の炭素数が２０以上２４以下で、エチレンオキサイド
の平均付加モル数が１．５以上４以下であるポリオキシエチレンアルキル又はアルケニル
エーテル
（Ｂ）液状油
（Ｃ）疎水化処理微粒子金属酸化物粉末
【請求項２】
　（Ｃ）成分の含有量が、組成物全量に対して０．１質量％以上３０質量％以下である請
求項１記載の水中油型乳化組成物。
【請求項３】
　（Ｃ）成分が、酸化亜鉛、酸化チタン及び酸化セリウムから選択される１種又は２種以
上の金属酸化物粉体を疎水化処理したものである請求項１又は２に記載の水中油型乳化組
成物。
【請求項４】
　前記微粒子金属酸化物粉末への疎水化処理が、シリコーン又はシリコーン樹脂を用いた
表面処理及びメチルハイドロジェンポリシロキサンを用いた表面処理から選ばれる１種以
上の表面処理である請求項１～３のいずれかに記載の水中油型乳化組成物。
【請求項５】
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　（Ｂ）成分が、液状の有機紫外線吸収剤及び化粧料用油剤を含むものである請求項１～
４のいずれかに記載の水中油型乳化組成物。
【請求項６】
　液状の有機紫外線吸収剤が、パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル、パラメトキシ
ケイ皮酸２－エトキシエチル、パラメトキシケイ皮酸イソプロピル・ジイソプロピルケイ
皮酸エステル混合物、トリメトキシケイ皮酸メチルビス(トリメチルシロキシ)シリルイソ
ペンチル、パラジメチルアミノ安息香酸アミル、パラジメチルアミノ安息香酸２－エチル
ヘキシル、サリチル酸エチレングリコール、サリチル酸２－エチルヘキシル、サリチル酸
ベンジル、サリチル酸ホモメンチル、オクトクリレン及びジメチルジエチルベンザルマロ
ネートから選ばれる１種以上である請求項５記載の水中油型乳化組成物。
【請求項７】
　（Ｂ）成分の組成物全量に対する含有量が、０．５質量％以上３０質量％以下である請
求項１～６のいずれかに記載の水中油型乳化組成物。
【請求項８】
　さらに（Ｄ）水溶性高分子を含有する請求項１～７のいずれかに記載の水中油型乳化組
成物。
【請求項９】
　（Ｄ）成分が、カルボキシビニルポリマー、アクリル酸・メタクリル酸アルキル共重合
体、キサンタンガム、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ポリアクリルアミド、（ア
クリル酸Ｎａ／アクリロイルジメチルタウリンＮａ）コポリマー、及びヒアルロン酸又は
そのアルカリ金属塩から選択される１種又は２種以上である請求項８記載の水中油型乳化
組成物。
【請求項１０】
　（Ａ）成分と（Ｂ）成分の含有質量比（Ａ／Ｂ）が、０．０２以上１以下である請求項
１～９のいずれかに記載の水中油型乳化組成物。
【請求項１１】
　前記水中油型乳化組成物の平均乳化粒子径が１～３０μｍである請求項１～１０のいず
れかに記載の水中油型乳化組成物。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれかに記載の水中油型乳化組成物からなる日焼け止め用皮膚外用
剤。
【請求項１３】
　下記（Ａ）成分～（Ｃ）成分を含有する油相成分を４５℃超の温度で加温溶解し、当該
油相成分と１５～４０℃の温度の水相成分とを乳化することを特徴とする水中油型乳化組
成物の製造法。
（Ａ）アルキル基又はアルケニル基の炭素数が２０以上２４以下で、エチレンオキサイド
の平均付加モル数が１．５以上４以下であるポリオキシエチレンアルキル又はアルケニル
エーテル
（Ｂ）液状油
（Ｃ）疎水化処理微粒子金属酸化物粉末
【請求項１４】
　前記水相成分中に油相成分を徐々に添加して乳化させる請求項１２記載の水中油型乳化
組成物の製造法。
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